
Ⅰ.　 多摩ニュータウンにおける外断熱改修	
  

エステート鶴牧4・5における外断熱改修の事例	




国交省補助金活用による 
省エネ改修	


•  国交省住宅・建築物省ＣＯ2先導事業提案応募	

•  モデル団地として採択	




省エネ改修概要	


■　壁の外断熱	


■　屋根の外断熱	


■　開口部の断熱化	


平成２４年度第３回大規模修繕工事（前期工事）	




■　外断熱工法	


・　建物躯体の外側全体を断熱材で包み込む断熱工法。	




■　壁の外断熱改修	


‧  断熱材（厚さ50mm）を樹脂モルタルで外壁に直接貼り付け。	

‧  その表面をメッシュシートで補強し、樹脂モルタル等で左官仕上げする。	




■　屋根の外断熱	


•  既存断熱材の上から新たに断熱材（40mm）を敷き込み硬質木片セ
メント板で抑えアスファルトルーフィングで覆い、スレート瓦を敷く。	
  



■　開口部の断熱化	
  
インナーサッシ	




鶴牧４・５住宅のプラン（改修前）	


２戸１階段で戸境壁が
少ないため、外壁が
多く熱的に不利な形

状	
 妻側住戸 
Q値：5.30	


無断熱	


一重窓	
  
（金属枠）	


壁式構造特有	
  
の構造熱橋部	


内断熱	


（代表プラン例）	

熱損失係数	




鶴牧４・５住宅のプラン（改修後）	


外断熱	


二重窓	
  
（金属枠＋樹脂枠）	


構造熱橋部の	
  
削減	


（代表プラン例）	


妻側住戸 
Q値：1.94	

熱損失係数	




「エステート鶴牧４・５住宅」の状況 
外断熱工事施工イメージ	


南面俯瞰	


北面俯瞰	




■　改修後の住環境	


長谷工リフォーム測定結果	




　　改修後の断熱概要図	
 

CASBEE改修で評価した結果BマイナスからAランクに向上	




　室内環境調査概要　	
 
　　測定点	
 

A住戸	
 B住戸	
 C、D住戸	


玄関	


玄関	


玄関	


居間	


居間	


居間	


内窓改修部位	
 真空ガラス改修部位	


①②	


①②	


⑥⑨⑩	

⑥⑨⑩	


⑥⑨⑩	


③④⑤	

③④⑤	


⑦⑧	

⑦⑧	
 ⑦⑧	


外断熱改修部位	


①②	


③④⑤	




　室内環境測定結果１	
 
　　同一期間における改修前後の室内温度（居室比較）	
 

改修前	


改修後	


B住戸の室温上昇が顕著	


室内温度変動幅が縮小	


改修前は外気温度の影響を受けやすく	
  
室内温度変動幅が大きい	


改修後は外断熱により躯体温度の変動が緩やかに	
  
なるため、室内温度変動幅が小さい	


住戸間による室内温度差が減少	




　アンケート結果１	
 
　　暖房時の冬の過ごしやすさ	
 

満足度は５５％→９０％に向上	




　室内環境測定結果２	
 
　　同一期間における改修前後の室内温度（非居室(玄関)比較）	
 

改修前	


改修後	


ACD住戸は２～３℃温度上昇	
  
特にB住戸は改修前６℃前後が	
  
改修後１０℃以上に上昇	


玄関ドアは改修前と同じものを用いているため、
玄関の外皮断熱性能は他室と比べて低い。	
  

改修後の玄関は住戸内で最も低温室	




　アンケート結果２　	
 
　　暖房のない部屋での冬の過ごしやすさ	
 

満足度は１５％→７０％に向上	




　アンケート結果４　	
 
　　結露の発生状況	
 

‘不満’‘とても不満’が５９％→６％に減少	




　アンケート結果５　	
 
　　カビの発生状況	
 

‘不満’‘とても不満’が５２％→５％に減少	





